小学校６年【外国語】『Junior Sunshine』（開隆堂）　（例）
教科書を活用した家庭学習例～計画的な家庭学習へ向けて～
	
	課題内容

	第１回
	【単元名】Lesson１We are friends【ページ】４～５ページ
【学習の流れ】
１　教科書３ページを見て、主な登場人物について知る。
２【Let’s Listen】美希とジムの会話を聞いてその内容をつかむ。
（※音声は教科書５ページのQRコードリーダーで視聴可能）
３新しい先生や友達に英語で自己紹介をするための表現を考えて言ってみる（５年生で学習した「We Can!1」の Unit1を参考にして、自分の好きなものなどを伝える表現を練習する）。
【学びの確認】
・新しい友達と自分との共通点を探すために、Do you like~?を使って先生や友達の好きなものをたずねる準備をしましょう（「We Can!1」巻末WORD LISTを活用しましょう）。

	第２回
	【単元名】Lesson２What time do you get up?【ページ】６～７ページ
【学習の流れ】
１【Let’s Listen 1】美希とジムが朝起きる時刻を聞いて、その内容をつかむ（※音声は教科書７ページのQRコードリーダーで視聴可能）。
２【Let’s Play 1】１～６０までの数字を英語で言ってみる。
３【Let’s Listen 2】英語を聞いて、それぞれの都市の時刻を書く。
（1） 教科書にのっているそれぞれの国とその都市名を世界地図などで確認する。
（2） 音声を聞いて、空欄に当てはまる時間を記入する（※音声は教科書７ページのQRコードリーダーで視聴可能）。
【学びの確認】
・聞き取れなかった時刻や発音がわからない数字の言い方などは、何度も繰り返し視聴したり、家族にたずねたりして、一緒に発音してみましょう。

	第３回
	【単元名】Lesson２What time do you get up?【ページ】９ページ
【学習の流れ】
１【Let’s Chant 1】「朝起きてから寝るまで」チャンツを音楽に合わせて言ってみる（※音声は教科書９ページのQRコードリーダーで視聴可能）。
２【Let’s Listen 3】インタビューを聞いて、それぞれの一日を線で結ぶ（※音声は教科書９ページのQRコードリーダーで視聴可能）。
（1） それぞれのイラストと時刻の英語での言い方を確認する。
（2） 音声を聞いて、線で結ぶ。
【学びの確認】
・聞き取れなかったところは、何度も繰り返し聞いたり、家族に尋ねたりして、一緒に発音してみましょう。

	第４回
	【単元名】Lesson２What time do you get up?【ページ】10～11ページ
【学習の流れ】
[bookmark: _GoBack]１【Let’s Listen 5】ジムとハンナの英語を聞いて、時刻を記入する。（※音声は教科書１１ページのQRコードリーダーで視聴可能）
（1） 教科書のイラストについて、それぞれ英語での言い方を振り返り、言ってみる。
（2） ジムとハンナの英語を聞いて、時刻を教科書に記入する。
２【Let’s Try】自分の一日を紹介する準備をする。
（１）表の「自分」の欄に、一日の生活の時刻を記入する。
（２）表に沿って、自分の一日について、英語で言ってみる。
【学びの確認】
・音声で聞き取れなかったところは、何度も繰り返し聞いたりまねしていってみたりしましょう。また、家族に自分の一日を英語で紹介してみましょう。




